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Ａ．研究目的 

ニホンジカとイノシシの生息数が過去 30

年間にそれぞれ 9倍、3.5 倍と急速に増加

し、被害額として数字に表れる以上に農山漁

村に深刻な影響を及ぼしている。わが国では

捕獲鳥獣の利活用の推進を図るため、鳥獣被

害防止特措法の改正(H28 年)、食品衛生法の

一部改正(H30年)を行ったほか、R2年には

「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針」を一

部改正し、一般衛生管理措置に加え、1) 解

研究要旨： 

E 型肝炎ウイルスのイノシシでの抗体保有率は 3746頭中 461頭が陽性であり、12.3％であ

った。東日本で高い傾向があるが、西日本でも比較的高い陽性率であった。体重別では、

30 ㎏以下の個体が 5.7％であるのに対して、30‐50㎏の個体は 13.4％、50㎏以上の個体

では 20.5％の抗体保有率であり、大型＝高齢の個体が陽性率が高いことが示された。イノ

シシでの遺伝子検出率は 2348頭中 28頭が陽性であり、1.2％の感染率となった。体重別で

は、30㎏以下の個体が 2.6％であるのに対して、30‐50㎏の個体は 0.9％、50㎏以上の個

体では 0.3％の抗体保有率であり、幼獣のほうが陽性率が高いことが示された。採集をし

やすい糞便を用いて E型肝炎ウイルスの遺伝子検出を行った。全国の野生動物のＥ型肝炎

ライブラリーを作成することによって、Ｅ型肝炎発生時に感染源の究明につながると考え

ている。日本全国のシカの SFTSウイルスに対する抗体保有状況の調査を行った結果、西日

本のシカでの抗体保有状況は非常に高い。遺伝子検出に関しては、1363 頭実施したが 1頭

（0.1％）からしか検出できていない。イノシシの抗体保有状況を調査した結果、遺伝子検

出では 1383頭調べたが 3頭（0.2％）しか陽性の個体が認められなかった。死亡したアナ

グマから非常に高いウイルス血症 1.4x107copy/ml が観察され、口腔や直腸スワブからも多

くのウイルス遺伝子が検出された。以上より、本アナグマは SFTSウイルス感染により死亡

したものと推測された。北米のオジロジカで SARS-CoV-2の感染が報告されており、ヒトか

らシカへ、シカからヒトへの感染も疑われている。そこで、国内の野生動物における

SARS-CoV-2に対する抗体保有状況を調査した。2020年のシカ 296頭、ハクビシン 64頭、

タヌキ 36頭の血清、2021 年のシカ 392頭、イノシシ 333頭の血清、2022年の二ホンジカ

376 頭の血清を用いて中和試験を実施した結果、2頭和歌山県のシカが中和抗体を有してい

た。「狩猟者や野生獣肉関係者への E型肝炎対策のすすめ」「狩猟者や野生獣肉関係者への

SFTS 対策のすすめ」を作成し、情報提供を行う予定である。また、シンポジウム、講演

会、研修会を通じて野生鳥獣肉に関わる正しい知識の普及に努めた。 
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体処理施設等での HACCP の考え方を取り入れ

た衛生管理、2）取扱者の体調管理と野生鳥

獣由来感染症対策、3）屋外で内臓摘出する

場合の衛生管理措置、4）野生鳥獣肉の消費

時における衛生的取扱等を明示し、これ迄以

上に、捕獲・処理・加工・調理・消費の各段

階で科学的根拠に基づいた狩猟/捕獲者・処

理者・調理従事者・消費者の安全性確保（人

獣共通感染症/食中毒のリスク）と衛生管理

に関する知見の一層の蓄積が求められてい

る。捕獲頭数増加に伴い H29年から H30 年に

は全国の野生鳥獣肉処理施設が 630から 682

施設に増える中、実態に即した適切な衛生管

理の普及と処理技術を有する狩猟者及び関連

施設事業者の養成と平準化は喫緊の課題であ

る。本研究では、１）野生鳥獣が保有する食

中毒の病因物質並びに血液等を介する病原体

の汚染状況と異常個体・臓器の病理学的検索

に関する研究、２）HACCP の考え方を取り入

れた衛生管理の確立に向け、処理施設での工

程毎に健康被害に繋がる恐れのある原因調査

と汚染防止・低減に関する研究、３）食品製

造や調理段階での食品リスク軽減に関する研

究を実施する。 

本分担課題ではイノシシとシカにおける病

原体汚染状況、並びに抗体保有状況調査、を

行う。本研究成果は野生鳥獣由来食肉におけ

る病原体汚染の実態調査等を通じ、その危害

防止のための知見を収集し、HACCP制度化に

対応した衛生管理手法の確立に資する情報を

提供する。 

 

Ｂ．研究方法 

１）E型肝炎に関する調査 

HEV カプシドタンパクの発現： 

下関で HEV患者から得られた遺伝子（JTF-

Yamagu11 株）の ORF2蛋白発現プラスミドを

293T 細胞にポリエチレンイミンを用いてトラ

ンスフェクションした。発現の確認は抗 His-

Tag 抗体で行った。トランスフェクション細

胞は RIPA bufferによって 4℃1時間処理し

た後、15000回転 4℃30 分間遠心して上清を

回収して、ELISA抗原として用いた。 

HEV 抗体の検出：トランスフェクション細胞

の抽出抗原を 5μg/mℓ に希釈した後、100μℓ

を各ウェルに接種して ELISA を行った。ブロ

ッキング液および抗原希釈液にはブロックエ

ースを用いた。血清は 1：100に希釈し、二

次抗体にはペルオキシダーゼ標識 ProteinA/G

を 1：20000希釈して用いた。発色には

SeraCare Life Science のペルオキシダーゼ

基質キットを用いた。 

HEV遺伝子検出：血清から QIAamp Viral RNA 

Mini Kitを用いて RNA を抽出し、HEV-F1プ

ライマーと HEV-R2プライマーを用いて RT-

PCRを実施、更に RT-PCR産物を、HEV-F2プ

ライマーと HEV-R1プライマーを用いて

Nested PCRを行い、遺伝子の検出を試みた。 

 

２）SFTSに関する調査 

ELISA 

抗原:SFTSV HB29感染 HuH-7細胞 溶解抗原 

2次抗体：Pierce™ Recombinant Protein 

A/G, Peroxidase Conjugated (Thermo 

Fisher Scientific) 

発色：ABTS Microwell Peroxidase 

Substrate (2-Component System) (SeraCare 

Life Sciences) 

RT-PCR 

血清からの RNA抽出：QIAamp Viral RNA 

Mini Kit (QIAGEN) 

RT-PCR反応：QIAGEN OneStep RT-PCR Kit 

(QIAGEN) 

プライマー：S分節 S 領域特異的 RT-PCR用プ

ライマー (感染症研究所の研究グループによ

り設計) 

 

３）SARS-CoV-2に関する調査 

中和試験 

SARS-CoV-2 WK-521 株、Delta株、オミクロ

ン株 BA.2株を TMPRSS2 を発現する Vero細胞

Vero/TMPRSS2細胞で増殖させ、力価測定を行

ってウイルス液を準備した。2000TCID50/ml

のウイルス液と 5倍に希釈した血清を等量混

同し、37度で 1時間静置後、96wellプレー

トにまいた Vero/TMPRSS2 細胞に 1ウェル当

たり 100µl 接種した。1サンプル当たり 2ウ

ェルで行った。37度で 4日間培養後、CPEを

観察し、2ウェルとも CPEが観察されないも

のを陽性と判断した。 

 

4）狩猟者および鳥獣肉を取扱者の感染症対
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策 

狩猟者および鳥獣肉取扱者は動物の血液と

接触し感染するリスクが高い。狩猟獣の血液

中に存在する E型肝炎ウイルス、SFTSウイル

ス等の病原体保有状況を明らかにすることに

より、狩猟者および取扱者への注意喚起のた

めの資料を作成する。つい最近、COVID-19の

感染実験によりオジロジカが感受性動物であ

ることが報告された。採取したシカ血清を用

い COVID-19に対する中和試験を実施する。

令和 5年度は狩猟者への注意喚起のための資

料を作成する。 

 

（倫理面への配慮） 

なし 

 

Ｃ．研究結果 

１）E型肝炎ウイルスの疫学調査 

E型肝炎ウイルスのイノシシでの抗体保有率

は 3746頭中 461頭が陽性であり、12.3％で

あった。関東ＡとＢで 40％の陽性率と高いこ

とが示された。一方、近畿Ａ、中国Ａ、中国

Ｂ，九州Ａ，九州Ｂでは 20％の陽性率であっ

た。Ｅ型肝炎の抗体保有率に関しては、東日

本で高い傾向があるが、西日本でも比較的高

い陽性率であった。（資料１） 

抗体保有率に雌雄差はなくオス 11.7％、メス

13.9％であった。しかし体重別では、30 ㎏以

下の個体が 5.7％であるのに対して、30‐50

㎏の個体は 13.4％、50㎏以上の個体では

20.5％の抗体保有率であり、大型＝高齢の個

体が陽性率が高いことが示された。（資料 2） 

イノシシでの遺伝子検出率は 2348頭中 28頭

が陽性であり、1.2％の感染率となった。遺

伝子検出率においてはあまり地域差はない

が、抗体保有率が高い関東 Aと B、近畿 A,中

国 B 、九州 Aからウイルス遺伝子は検出され

た。抗体陽性率と遺伝子検出率は相関してい

ることが示された（資料１）。 

遺伝子検出率に関してはオス 1.6％、メス

0.8％であり、オスが陽性率が高い傾向があ

った。11.7％、メス 13.9％であった。体重別

では、30㎏以下の個体が 2.6％であるのに対

して、30‐50㎏の個体は 0.9％、50㎏以上の

個体では 0.3％の抗体保有率であり、幼獣の

ほうが陽性率が高いことが示された（資料

2）。 

これまで血清中からウイルス遺伝子を検出し

ていたが、血清を回収するには専門家が必要

であり、狩猟の現場では比較的難しかった。

そこで、血清と同様の遺伝子検出率といわれ

ており、採集もしやすい糞便を用いて E型肝

炎ウイルスの遺伝子検出を行った。シカ 288

頭の糞便からは陽性は認められなかったが、

イノシシ 200頭中 7頭、3.5％から遺伝子検

出できた。検出できた地域は大分、宮崎、福

岡であり、宮崎と福岡県からは血清が回収さ

れておらず、はじめての遺伝子検出となっ

た。抗体保有状況を調べることができないの

は残念だが、糞便を少量回収するだけでいい

のでサンプルを集めやすい利点を有してい

る。全国の野生動物のＥ型肝炎ライブラリー

を作成することによって、Ｅ型肝炎発生時に

感染源の究明につながると考えている。糞便

による遺伝子検出と遺伝子解析を今後推進す

る必要がある。（資料 3） 

我々がＥ型肝炎研究を始めた 2007-10年頃、

和歌山県のイノシシからはＥ型肝炎に対する

抗体も遺伝子も検出できなかった。和歌山県

のイノシシの血清を陰性コントロールとして

研究を行っていた。しかし 2020年にイノシ

シの血清をえて、抗体保有状況を調査した結

果、193頭中 17頭の 8.8％であった。しか

し、それ以降も 2.0％-9.7％と低い抗体陽性

率であった。ウイルス遺伝子も 701頭から検

出を試みたがすべて陰性であった。和歌山の

野生イノシシの間で E型肝炎は侵入したが、

まだ、それほど感染拡大は起こっていないよ

うである（資料 4）。 

2023年までに各地の野生動物由来 E型肝炎ウ

イルスの遺伝子解析を行い、遺伝子ライブラ

リーが作成されつつある。更なる、遺伝子情

報を集める必要がある（資料 5）。 

 

２）SFTSウイルスの疫学調査 

日本全国のシカの SFTS ウイルスに対する抗

体保有状況の調査を行った。ELISAで実施し

ているため、陽性率が低い場合は、非特異反

応で陽性が出ている可能性もあるので注意が

必要であるが、西日本のシカでの抗体保有状

況は非常に高い。患者発生が最も多い宮崎県



27 

 

では 73％の陽性率であり、患者数と相関して

いると考えられる。関東も千葉県で 22.4％と

高い抗体陽性率であり、患者が一名報告され

ている。遺伝子検出に関しては、1363頭実施

したが 1頭（0.1％）からしか検出できてい

ない。シカはあまりウイルス血症にならない

可能性もある（資料 6。） 

イノシシの抗体保有状況を調査した結果、シ

カと同様に西日本で非常に高い陽性率となっ

ている。ELISAで検査しているため、低い陽

性率の場合は非特異反応の可能性も否定でき

ないので注意が必要であるが、患者数の多い

県で、イノシシの抗体保有率も高い傾向が認

められた。しかし、遺伝子検出では 1383 頭

調べたが 3頭（0.2％）しか陽性の個体が認

められなかった。イノシシもウイルス血症に

なりにくい可能性がある（資料 7）。 

野生動物の多くが抗体を保有していることか

ら、野生動物には病気を行鎖ない可能性が考

えられていたが、死亡したアナグマから非常

に高いウイルス血症 1.4x107copy/mlが観察

され、口腔や直腸スワブからも多くのウイル

ス遺伝子が検出された（資料 8）。以上より、

本アナグマは SFTSウイルス感染により死亡

したものと推測された。地域により、アナグ

マを食用することがあるので、SFTS流行地で

のアナグマの捕獲・解剖・調理の際には感染

予防対策をする必要がある。 

大日本猟友会の資料により、狩猟者が 2021

年度 2名、2022年度 3名のマダニ咬傷による

感染症で死亡したと報告されている。1 名は

SFTS によるものと明記されている。狩猟者は

マダニの多い地域に入るのでマダニ対策がよ

り必須となることを改めて示している（資料

9）。 

 

３）SARS-CoV-2の疫学調査 

北米のオジロジカで SARS-CoV-2の感染が報

告されており、ヒトからシカへ、シカからヒ

トへの感染も疑われている。そこで、国内の

野生動物における SARS-CoV-2に対する抗体

保有状況を調査した。2020 年のシカ 296 頭、

ハクビシン 64頭、タヌキ 36頭の血清を用い

てオリジナル株である WK-521株に対する中

和試験を実施したがすべて陰性であった（資

料 10）。2021年のシカ 392 頭、イノシシ 333

頭の血清を用いて 2021 年流行していたデル

タ株 TY26-419株で中和試験を実施した結

果、中和抗体価は 4倍と非常に低かったが、

1頭和歌山県のシカが陽性となった（資料

11）。2022年の二ホンジカ 376頭の血清を用

いて 2022年に流行したオミクロン株 BA.2系

統 TY40-385株に対する中和試験を実施した

結果、1頭和歌山県のシカが中和抗体価 16 倍

を有していた（資料 12）。しかし、陽性率は

非常に低いので、現在までのところ、SARS-

CoV-2が国内の野生動物で広がっている可能

性は低いと考えられた。 

 

４）狩猟者および鳥獣肉を取扱者の感染症対

策 

E型肝炎においては国内の狩猟者の感染率

が高いこと、海外でも養豚関係者で感染率が

高いことから、イノシシに関連する狩猟者、

解体者、調理者などは感染リスクが高いと考

えられる。そのため、資料 13「狩猟者や野生

獣肉関係者への E型肝炎対策のすすめ」を作

成した。 

SFTSに関しては、イノシシやシカでのウイ

ルス保有率は低いため、解体時に血液などを

介して感染するリスクは低いのかもしれな

い。しかし、解体時に動物についたマダニな

どに刺咬されるリスクがある。リスクが高い

狩猟者や野生獣肉処理に係る関係者にむけて

資料 14「狩猟者や野生獣肉関係者への SFTS

対策のすすめ」を作成した。 

研究協力者である高井先生が中心となって

日本学術会議公開シンポジウム「One Health 

野生動物に係る諸問題と獣医学」を主催し

た。また、農林水産省が推進するジビエハン

ター育成研修の講師として本研究班のメンバ

ー4名が登録され、狩猟者に向けた情報提供

を行っている（資料 15）。 

 

Ｄ．考察 

1. 国内の野生動物が保有するＥ型肝炎ウイ

ルスの遺伝子ライブラリーが充実してき

た。まだまだ不完全ではあるが、遺伝子

ライブラリーを充実させることにより、

野生動物由来 E型肝炎の発生の原因究明

の際に有用なツールとなることが期待さ

れる 
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2. SFTSウイルスはイノシシやシカではあま

りウイルス血症になっていない可能性が

ある。解体・調理の際には野生鳥獣の血

液等を介した感染のリスクは低いのかも

しれない。 

3. SARS-CoV-2は国内の野生動物ではあまり

感染していないようである。現在のとこ

ろ、SARS-CoV-2の野生動物への感染のリ

スクは低いと考えてよい。 

4. E型肝炎と SFTSに感染するリスクが高い

狩猟者や野生獣肉関係者にむけて簡単な

Fact Sheetと対策をまとめた。機会があ

るたびに紹介していきたい。 

5. 本研究班の成果を、様々な人を対象に、

シンポジウム・講演会・研修会を通じて

紹介した。 

 

Ｅ．結論 

Ｅ型肝炎による食中毒事例は潜伏期が長いた

め原因究明が難しい。また、豚肉による感染

も多く、野生鳥獣肉から感染したかどうか区

別が難しい。そこで、野生獣が保有するＥ型

肝炎ウイルスの遺伝子ライブラリーを作成

し、地域の野生動物由来かどうかを遺伝子解

析から推測できることを目標にして、今後も

遺伝子ライブラリーの構築を目指す必要があ

る。 

イノシシが保有する E型肝炎ウイルスのリス

クを明らかにすることができた。幼獣のイノ

シシがリスクが特に高いことを明らかにして

きた。一方、シカはほとんどリスクがないこ

とも明らかとなった。SFTS に関してはイノシ

シやシカに効率に感染していることが明らか

となったが、血液にウイルスがほとんど存在

していないことから食用される筋肉は比較的

安心である可能性が高い。 

一方、Ｅ型肝炎に関しては解体時に感染する

可能性、ＳＦＴＳに関しては狩猟時や解体時

にマダニから感染する可能性が高い。安全な

狩猟や解体を行うために狩猟者及び野生獣肉

取扱者に十分な対策が必要である。 

感染するリスクが高い狩猟者や野生獣肉関係

者向けの感染対策のための資料を作成した。

今後はこれを普及していきたい。 

ジビエ振興が進んでいるが、安全に消費する

ためにも、狩猟段階からきちんと対策をとる

必要がある。そのために、講演や研修会等で

情報提供を行った。今後も継続する必要があ

る。 
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究会学術集会、オンライン、2022年 10

月 29日 

60. 前田 健「環境変化による感染症発生」

＜第２回生科連 生物多様性シンポジウ

ム＞「 気候変動が生物多様性に与える

脅威―地球はどのくらい危機的状況か

ー」2021年 12月 18 日オンライン 

61. Ken Maeda “One health approach to 

reduce the risks by zoonoses.” NARO 

International Symposium 2021 

“Outbreak and control strategy for 

transboundary animal and zoonotic 

diseases in Asia” 2021/11/5 

62. 前田 健「動物由来感染症を知る：SFTS

から COVID-19まで」Infection and 

Immunity Research Symposium XII 令和

3年 10月 8日 

63. 前田 健「動物から学ぶ感染症」One 

Health Research Center キックオフシン

ポジウム基調講演、令和 3年 5月 29日 

64. 立本完吾，石嶋慧多，朴ウンシル，黒田

雄大，Milagros Virhuez Mendoza，原田

倫子，井上雄介，Ngo thuy bao tran，

鍬田龍星，高野 愛，下田 宙，前田 健

「野生動物における SFTS の血清疫学調

査:ウイルス中和試験の重要性」2021-

04-16～18 オンライン開催 第 73回日

本衛生動物学会  

65. Virhuez Mendoza Milagros、米満健三、

石嶋慧多、立本完吾、黒田雄大、Tran 

Ngo Thuy Bao、井上雄介、原田倫子、鍬

田龍星、下田宙、李天成、前田健“In 

vitro adaptation of hepatitis E 

virus genotype 3”2021-09-07～13オン

ライン開催 第 164回日本獣医学会学術

集会  

66. 立本完吾、石嶋慧多、朴ウンシル、黒田

雄大、Milagros Virhuez Mendoza、原田

倫子、井上雄介、Ngo Thuy Bao Tran、

鍬田龍星、高野 愛、下田 宙、前田 

健「野生動物における SFTSの血清疫学

調査：ウイルス中和試験の重要性」第 37

回日本衛生動物学会大会 2021/4/16-4/18 

Web開催 

 

Ｇ．知的財産権の取得状況 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

38. 前田 健「ダニ媒介人獣共通感染症」第

35回日本臨床微生物学会総会・学術集会 

教育講演 2024 年 2月 9日 

39. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）の現状等」令和 5年度神奈川県

衛生獣医師会研修会，令和 6年 1月 20

日 

40. 前田 健「SFTS の東京での Xデーに備え

る！」第 1回フロンティアワンヘルスネ

クサスセミナー農工大・東京都獣医師会

共同主催「獣医療従事者が知っておくべ

き SFTS」2023年 12月 12日 

41. 前田 健「One Health アプローチ：動

物から学ぶ新興感染症」第 2回ワンヘル

スネットワークフォーラムセミナー2023

年 12月 2日 

42. 前田 健「動物由来感染症;ワンヘルス



33 

 

アプローチの重要性」令和 5年度地方保

健総合推進事業 地方衛生研究所東海・

北陸ブロック地域リファレンスセンター

連絡会議 2023年 11月 21日 

43. 前田 健「国内発生から 10年：明らか

になったこと」第 44 回動物臨床医学会

年次大会パネルディスカッション「犬猫

の SFTSに立ち向かうための最新情報」

場所：大阪国際会議場（グランキューブ

大阪）日時：令和 5年 11月 18日 

44. 前田 健「SFTS 等の最新の動物由来感

染症の発生状況について」令和５年度動

物由来感染症対策技術研修会について令

和５年 11月９日 WEB 配信 

45. 前田 健「ポストコロナのズーノーシス

対策：One Health アプローチ」第 23 

回 人と動物の共通感染症研究会 学術集

会 教育講演 2023 年 10 月 28 日 

46. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS)の現状と診断の留意点」令和 5

年度感染症医療従事者研修会相模原協同

病院 2階多目的ホール令和 5年 10月 23

日 

47. 前田 健「One Health アプローチ―動

物由来感染症を知る―」第 26回アルボ

ースセミナー 2023 年 10月 19日 

48. 前田 健「SFTS等の最新の動物由来感染

症の発生状況について」令和 5年度動物

由来感染症対策技術研修会 HP掲載 

49. 前田 健「近年話題のマダニ媒介感染症

－SFTS、エゾウイルス感染症、オズウイ

ルス感染症等－」令和 5年度「地域保健

総合推進事業」全国疫学情報ネットワー

ク構築会議プログラム令和 5年 9月 25

日から 10月 31日配信 

50. 前田 健「SFTSの自然宿主の探索」宮崎

県医師獣医師連携セミナー 宮崎県医師

会会館令和 5年 9月 1日 

51. 前田 健「One Health: SFTS・Mpoxな

ど」日本ペストコントロール協会 感染

症対策講習会 2023年 WEB配信 

52. 前田 健「SFTS（重症熱性血小板減少症

候群）の脅威とその対策」日本小動物獣

医師会オンラインセミナー令和 5年 8月

2日 

53. 前田 健「茨城県にて死亡者から検出さ

れたオズウイルスについて」第 4回愛媛

ワンヘルス研究会、2023 年 7 月 1 日 

54. 前田 健「One Health の実践」2023年

度 短期研修 食肉衛生検査研修 2023

年 6月 22日 

55. 前田 健「マダニが媒介する SFTSにつ

いて」感染症にかかわる特別講習会、神

奈川県ペストコントロール協会、令和 5

年 6月 13日 

56. 前田 健「動物由来感染症を考える：

One Healthアプローチの重要性」東京理

科大学-国立感染症研究所第 4回感染症

勉強会 2023年 3 月 8日 

57. 前田 健「動物由来感染症の蔓延：One 

Healthアプローチの重要性」第 6回獣医

微生物学フォーラム特別講演 2023年 3

月 4日 

58. 前田 健「マダニ媒介感染症：東北でも

注意！」山形県公衆衛生学会特別講演 

令和 5年 3月 1日 

59. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）の現状について」滋賀県獣医師

会令和 4年度人獣共通感染症研修会令和

5年 2月 1日 

60. 前田 健「マダニ媒介感染症 SFTSの感

染拡大」神戸大学大学院医学研究科メデ

ィカルトランスフォーメーション研究セ 

ンター令和 5年 2月 10日 

61. 前田 健「感染症対策における One 

Healthアプローチの重要性」第 69回日

本ウイルス学会学術集会教育セミナー2

（共催：アドテック株式会社）令和 4年

11月 14日 

62. 前田 健「動物由来感染症の情報と気を

付けるべき対応」ペストコントロールフ

ォーラム 東京都ペストコントロール協

会と武蔵野市の共同開催 2022年 9月

WEB開催 

63. 前田 健「新興感染症の現状とその発生

要因：One Health approach の重要性」

日本バイオセーフティ学会 設立 20周年

記念講演 令和 4 年 9月 9日 

64. 前田 健「人と動物の共通感染症」ワン

ヘルス サマーセミナー飯田高原ボス

コ: 2022年 8月 27日 

65. Ken Maeda“One Health Approach” The 
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4th international summer course on 

sustainability of tropical animal 

production. 8th July, 2022 (WEB) 

66. 前田 健「SFTS の発生から 10年と今後

の課題」衛生微生物技術協議会第 42回

研究会 令和 4年 6月 30日 

67. 前田 健「日本・アジアにおける動物由

来感染症の広がり（経緯や現状の概観）

とワンヘルスの観点からの対策・研究に

あたっての課題や留意点」第 3回 IDEワ

ンヘルス研究会 2022 年 6月 17日 

68. 前田 健「One Health の時代:基礎研究

の蓄積と多分野連携へ」第 9回筑波大

学・東京理科大学合同リトリート 2022 

年 5月 29日（オンライン開催） 

69. 前田 健「人獣共通感染症」FETP 

Introductory Course 2022 2022/04/26 

70. 前田 健「SFTSから One Healthについ

て考える」令和 3年度高知県公衆衛生獣

医師協議会研修会、令和 4年 4月 16日 

71. Ken Maeda “Current Situation of 

Tick-Borne Diseases in Japan” PET 

FAIR SOUTH-EAST ASIA, 17th Frbruary, 

2022. (WEB) 

72. 前田 健「未知を既知へ」新化学技術推

進協会ライフサイエンス技術部会 反応

分科会 勉強会「感染症に挑む」2022 年

1 月 17 日 

73. 前田 健「動物由来感染症：発生予測で

きる日を目指して！」日本大学動物医科

学研究センターセミナー令和 4年 1月 11

日 

74. 前田 健「人獣共通感染症について」福

岡県講習会 令和 3年 11月 24日-25日 

75. 前田 健「人獣共通感染症の最新情報」

【麻布大学大学院】特別講義 令和 3年

11月 10日 

76. 前田 健「動物が教えてくれる SFTSの

リスク」名古屋市獣医師会 人獣共通感

染症調査のセミナー令和 3年 10月 19日

（WEBEX) 

77. 前田 健「最近話題の動物由来感染症」

2021年度 国立感染症研究所・医師卒後

臨床研修プログラム 2021年 10月 1４日 

78. 前田 健「ダニ媒介性感染症 & SFTS」

令和 3年度 動物由来感染症レファレン

スセンター「近年、国内で患者が報告さ

れている動物由来感染症について」令和

3年 9月 6日（WEB ミーティング） 

79. 前田 健「新型コロナだけではない！人

獣共通感染症」動物と安心して暮らせる

長野県研修会第 2弾令和 3年 5月 14日 

80. 前田 健「動物由来感染症」実地疫学専

門家養成コース（Field Epidemiology 

Training Program: FETP）初期導入コー

ス令和 3年 4月 20日 
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